














管見したのは刊本だけであるが、 『古事記』 『日本書紀』 『続日本紀』
『日本後紀』 『続日本紀』 『日本文徳天皇実録』 『日本三代実録』 『類聚国史』 。 『宇多天皇御記』から白川上皇が院政を開始した前年の応徳二年（一〇八五）までの摂関期古記録。やはり同年までの『平安遺文』 『類聚三代格』 『類聚符宣抄』 『日本紀略』 『本朝世紀』 『扶桑略記』である。 『平安遺文』以外の刊本は以下の通りである。
　
・『古事記』 『日本書紀』 （ 『日本古典文学大系』 ）・ 『続日本紀』 『日本後紀』 『続日本後紀』 『日本文徳天皇実録』 『日本三代実録』 『類聚国史』 『類聚三代格』 『類聚符宣抄』 『日本紀略』 『本朝世紀』 『扶桑略記』 （ 『新訂増補国史大系』 ）




（ 『歴代宸記』 〈 『増補史料大成』 〉 ）
　
・ 『吏部王記』 （ 『史料纂集』 ）・ 『貞信公記』 『九暦』 『小右記 『御堂関白記』 『後二条師通記』 （応徳
二年まで） （ 『大日本古記録』 ）　
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レ験、 日月五星、 左青龍、 右白虎、 前朱雀、 後玄武〉 、
形俾
二文彫
一也 〈長三尺、金銀 ・ 螺鈿上作、納
二唐錦袋
一〉 、唐鏡一尺四面 ・












御神殿装束三間絹斑幄一条 〈御解除料〉 ・玉縵一枚 〈金銅并餝居玉等〉 ・杼頭二枚〈金銅〉 ・麻桶笥一口 〈押
二金薄
一〉 ・
一基 〈平文〉 ・蓋骨四具 〈胡粉絵〉 ・
桛二枚 〈金銅〉 ・鏡八面 〈 面銅 四面鉄〉 ・鈴三 二口 〈金銅八口・中二十四口〉 ・鏡筥八合 〈平文并白綾縫立〉 ・大刀四柄 〈平文并金銅金物〉 ・桙三十二本 〈胡粉絵〉 ・弓四張 〈赤漆〉 ・鞆四枚 〈黒漆〉 ・胡禄四面〈在
二
金銅金物
一〉 ・箭二百枚・几帳骨四基 〈金銅金物〉 ・几帳帷四条 〈紫頰纈〉 ・




〉 ・唐餝鞍一具 〈雲聚一茎・銀面一枚〉 ・髪袋一枚・尾袋一枚・鐙
一懸 〈泥絵〉 ・手綱一条・泥障一懸・唐
鑣






已上神宝二具 内装束一具料・表装束一具料 、生絹壁代四条 〈長各六丈三尺、五幅〉 生絹幌八条 長各七尺、 幅、在
レ
裏〉 ・帛絹天井上覆 〈長各一丈四尺〉 ・紫絹御帳帷四条 〈長各七尺、
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二唐錦袋
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已上神宝二具 内装束一具料・表装束一具料 、生絹壁代四条 〈長各六丈三尺、五幅〉 生絹幌八条 長各七尺、 幅、在
レ
裏〉 ・帛絹天井上覆 〈長各一丈四尺〉 ・紫絹御帳帷四条 〈長各七尺、








































































































































































































































































曰、天皇 〈我〉 詔旨 〈良麻止〉 挂 （掛カ） 畏 〈支〉 神功
皇后御陵 〈尓〉 申賜 〈閇止〉 申 〈久〉 、御心 〈尓〉 念行 〈須〉 事有 〈尓〉 依〈天〉 、御宝弓・剱等設備 〈天〉 、吉日良辰 〈乎〉 擇〈天〉 、参議従四位上
式部大輔兼讃岐守滋野朝臣貞主 〈乎〉 、差使 〈天〉 奉出、此状 〈乎〉 、聞食 〈天〉 、御心 〈尓〉念行 〈我〉 如 〈久尓〉 、国家 〈乎〉 平 〈久〉 護賜 〈比〉矜賜 〈閇止 恐 〈美〉 恐 〈美毛 申賜 〈久止〉 申、
　











































皇 〈我〉 詔旨 〈止〉 、掛畏 〈支〉 大神 〈乃〉 広前 〈尓〉 申賜 〈倍止〉 申 〈久〉 、先先 〈尓〉 祈申賜 倍留〉 御馬并
神財
〈乎〉 九月 〈尓〉 潔備 〈天〉 奉出賜
〈波々〉 可
レ吉 〈止〉 卜申 〈利〉 、故是以
神財
〈乎〉 設備 〈天〉 潔捧 〈天〉 奉出
〈須〉 、 但御馬 〈波〉 馬寮内 〈尓〉 有
レ穢 〈尓〉 依 〈弖〉 、 此度 〈波〉 不
レ奉
レ出、
来年 〈乃〉 四月 乃〉 祭 〈尓〉 設備 〈天〉 奉
レ出 〈无〉 、此状 〈乎〉聞食 〈天〉 、
天皇朝庭 乎 堅磐 〈尓 、天下平安 〈尓〉 護賜 〈比〉 賜 〈倍止〉恐 〈見〉 恐〈見毛〉 申賜 〈波久止〉 申、
　














レ茲 〈天〉 、先先 〈尓〉 祈申賜 〈比之〉 御冠 〈止〉 為 〈天奈毛〉 建御







出 〈須〉 、此状 〈乎〉 聞食〈天〉 、








命曰、天皇 〈我〉 詔旨 〈止〉 、掛畏大神等 〈乃 広前 申給 〈倍止〉 申〈久〉 、先先 〈尓〉
神財
奉




一〈天〉 奉出 〈須〉 、此状 〈乎〉 聞食 〈天〉 、天
皇朝庭 〈乎〉 常磐 〈尓〉 堅磐 〈尓〉 護幸奉賜 〈比〉 、天下平安 〈尓〉 矜賜〈比〉 助賜 倍止〉 、恐 見 恐 見毛 申賜 波久止〉 申、
　






















































































社・乙訓社・大神社・石上社 春日社・当麻社・住吉社・丹墀社・杜本社・気比・気多両社・日前 国懸両社） 、
　
















上、告文云、天皇 〈我〉 詔旨 〈度〉 、掛畏 〈岐〉 石清水 〈尓〉






〈波〉 且奉出 〈己止〉 畢 〈太利〉 、楯・桙




 範差 〈天〉 奉出給 〈布〉 、
但御鞍 〈波〉 三具 〈 奉出 〈須倍加利介留〉 、然 〈乎〉 申伝 〈太留〉 人〈奈毛〉 誤 〈天〉 、二具 〈乎〉 令
レ
造 〈天介留〉 、因 〈天〉 一具 〈乎波〉大菩
薩 〈尓〉 奉 〈利〉 、一 乎波 卜定 天〉 大帯命 〈尓〉 奉 〈留〉 、但比咩大神 〈乃〉 御料 〈波〉 今使
レ造 〈天〉 後 〈尓〉 、吉日良辰 〈尓〉 奉出 〈牟〉 、此状
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堅石常石 〈尓〉 夜守日守 〈尓〉 護幸 〈倍〉 賜 〈比〉 、天下国家無
レ事 〈久〉 護
助給 〈倍止〉 、恐 〈美〉 恐 美毛〉 申賜 〈波久止〉 申、
　



































































レ使 〈天〉 奉出 〈須〉 、
○陽成天皇‥元慶元年 （八七七） 正月三日即位











































































































































































・ 『日本紀略』仁和四年 （八八八） 十一月八日条発
二遣大神宝使
一、





○醍醐天皇‥寛平九年 （八九七） 七月十 日即位


























・ 『貞信公記』延喜八年 （九〇八） 十月九日条依
二伊勢神財事
一、廃務、
・ 『扶桑略記』裏書・延喜八年 （九〇八） 十月九日条





































































































・ 『貞信公記』承平二年 （九三二） 九月二十二日条
［神宝基礎史料集成］……近藤好和
507






















・ 『日本紀略』仁和四年 （八八八） 十一月八日条発
二遣大神宝使
一、





○醍醐天皇‥寛平九年 （八九七） 七月十 日即位


























・ 『貞信公記』延喜八年 （九〇八） 十月九日条依
二伊勢神財事
一、廃務、
・ 『扶桑略記』裏書・延喜八年 （九〇八） 十月九日条





































































































・ 『貞信公記』承平二年 （九三二） 九月二十二日条
国立歴史民俗博物館研究報告

















































































































一〈女〉 給 〈牟と須る〉 間 〈尓〉 、 内裏 〈尓〉 頻有
二触穢之事
一





〈女〉 給 〈天〉 、吉日良辰 〈乎〉 撰定 〈天〉 奉
レ出給 〈牟と須る〉 間 〈尓〉 、


































（石清水宣命） 件賊討滅 〈せ志め〉 賜 〈倍良波〉 、神宝 〈乎〉 造餝 〈り〉 歌舞〈乎〉 調奉 〈止〉 令
二
祈申
一〈め〉 給 〈比支〉 、 （中略） 是只掛畏 〈支〉 大菩薩
〈乃〉 恤賜 〈倍留奈利と奈ん〉 畏喜 〈ひ 布〉 、御祈 〈乎〉 早 〈仁〉 奉
レ果
〈リ〉 賜 〈牟度須る尓〉 、
神宝





茲 〈天〉 早 〈仁〉 平
二
此乱
一〈介〉 賜 〈倍良波〉 、種々 〈乃〉
神宝 〈
乎〉 造備 〈天〉 奉
レ出賜 〈波牟と〉 祈申 〈志女〉 賜 〈き〉 、又御意 〈乃〉
内 〈尓〉 祈申 〈シ〉 賜 〈ふ〉 事在 〈支〉 、 （中略） 是只掛畏 〈支〉 皇大神 〈乃〉広助厚顧 〈奈り東〉 所念行 〈天〉 、造
二奉
神宝
一〈利〉 、又御祈 〈乎毛〉 果奉





一〈无る〉 間 〈仁〉 、其程可
レ
廻






































































































































































・ 『日本紀略』天暦元年 （九四七 四月十七日条定
二一代一度諸社神宝使
一、






































































































































































































・ 『日本紀略』天暦元年 （九四七 四月十七日条定
二一代一度諸社神宝使
一、



































































・ 『村上天皇御記』天暦七年 （九五三） 七月十七日条奉
二幣・神宝於宇佐・香椎
一、




























・ 『日本紀略』応和二年 （九六二） 三月二十二日条奉
二神宝・幣帛於宇佐宮
一、












































































































































































































































































































































・ 『日本紀略』長保二年 （一〇〇〇） 九月五日条
［神宝基礎史料集成］……近藤好和
511


















































































































































































































・ 『日本紀略』長保二年 （一〇〇〇） 九月五日条
国立歴史民俗博物館研究報告
























































































































































・ 『権記』長保五年 （一〇〇三） 三月七日条伊勢神宝被
レ立、












































































































































































































































































































































・ 『御堂関白記』長和元年 （一〇一二） 十二月十六日
［神宝基礎史料集成］……近藤好和
513




























































































































































































































































・ 『御堂関白記』長和元年 （一〇一二） 十二月十六日
国立歴史民俗博物館研究報告
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神宝































































































法服一具・昼御装束 〈青色御袍〉 ・目染裳・摺裳・唐衣・女装束一具 〈裙代 （帯） 等〉 女 一具如
レ常、






























































































































































































































・ 『小右記』寛仁元年 （一〇一七） 八月十五日条大神宝使十月二日可
レ立、













































































































・ 『御堂関白記』寛仁元年 （一〇一七） 九月二十三日条寅時女方令
二参上




































































































































































・ 『小右記』寛仁元年 （一〇一七） 八月十五日条大神宝使十月二日可
レ立、













































































































・ 『御堂関白記』寛仁元年 （一〇一七） 九月二十三日条寅時女方令
二参上
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・ 『小右記』寛仁元年 （一〇一七） 九月二十九日条（三十日条か）今日源大納言奏
二大神宝諸社宣命草
一、来月二日発遣云々、
・ 『日本紀略』寛仁元年 （一〇一七） 九月三十日条奏
二大神宝宣命草
一、








































































































































































































































又蔵人所 〈行事右中弁定頼 ・ 蔵人頼宣〉 尋
二前例
































































































































































































































































































































































































































袴一腰、入物等同前〉 、姫宮御装束一具 〈桜三重唐御衣一領 摺裳一腰 ・単袴一具、已上入物等同前、副
二調布一端一丈
一、小筵四枚・薦四枚、

















































































































































































































袴一腰、入物等同前〉 、姫宮御装束一具 〈桜三重唐御衣一領 摺裳一腰 ・単袴一具、已上入物等同前、副
二調布一端一丈
一、小筵四枚・薦四枚、


























































































































































































































































・ 『小右記』寛仁元年 （一〇一七） 十一月十四 条神宝并舞人等装束赤紐・挿頭等事戒
二仰之
一、



















































良辰 〈を〉 択定 〈天〉 、金銀 〈乃〉 御幣 〈仁〉 、錦




































































































































































































































人〉 、 次摂政 〈神宝
・ 神馬〉 、 舞人 〈左右近将監以下、 府生以上〉 、 諸大夫 ・





























































・ 『小右記』寛仁三年 （一〇一九） 九月四日条明日伊勢大神宮遷宮神宝等使発遣、今日有
二内印
一云々、





























































































































































































































































人〉 、 次摂政 〈神宝
・ 神馬〉 、 舞人 〈左右近将監以下、 府生以上〉 、 諸大夫 ・





























































・ 『小右記』寛仁三年 （一〇一九） 九月四日条明日伊勢大神宮遷宮神宝等使発遣、今日有
二内印
一云々、































































神□ （楽カ） □□并太良 （唐カ） ・高麗音楽□□□〉 、果
二御願
一云々、
























































































・ 『小右記』治安三年 （一〇二三） 正月二十八日条晩頭良明宿祢進
二春日神宝
一〈座料〉 、



































































































宝、次競馬者二十騎 （中略） 、次舞人 （中略） 、次松尾神馬二 〈左右衛門乗




































































見物、先御幣・神宝・神馬、次舞人、次乗尻二人、・ 『日本紀略』長元七年 （一〇三四） 三月 十三日条住吉遷宮、仍奉
二神財
一〈二十年一度也〉 、

























































〉 ・麻笥一口 〈平文〉 ・

































































事了上卿以下退出云々・ 『扶桑略記』長元七年 （一〇三四） 十月条同月、殊勅、神宝奉
二伊勢太神宮
一、使祭主神祇伯大中臣輔親朝臣、




























・ 『左経記』長元八年 （一〇三五） 四月十九日条
［神宝基礎史料集成］……近藤好和
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宝、次競馬者二十騎 （中略） 、次舞人 （中略） 、次松尾神馬二 〈左右衛門乗




































































見物、先御幣・神宝・神馬、次舞人、次乗尻二人、・ 『日本紀略』長元七年 （一〇三四） 三月 十三日条住吉遷宮、仍奉
二神財
一〈二十年一度也〉 、

























































〉 ・麻笥一口 〈平文〉 ・

































































事了上卿以下退出云々・ 『扶桑略記』長元七年 （一〇三四） 十月条同月、殊勅、神宝奉
二伊勢太神宮
一、使祭主神祇伯大中臣輔親朝臣、




























・ 『左経記』長元八年 （一〇三五） 四月十九日条
国立歴史民俗博物館研究報告











レ参仰 （脱アルカ） 、仍忩参、 （中略） 即出立給、其次第、先御幣、次
神宝、次祓物 （中略） 、次舞人、
○後朱雀天皇‥長元九年 （一〇三六） 七月十日即位

































































































































































































・ 『春記』長暦三年 （一〇三九） 十二月二十日条今日有
二奉参 （幣カ） 事
一、春日社 〈使権右中将義忠、右近官人并舞人、

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・ 『扶桑略記』延久元年 （一〇六九） 十月 （十八日以前） 条諸国発
二大神宝使
一、
















納・下家司各二人相副〉 、次神馬二疋、次舞人 （中略） 、次松尾・河合、乗尻 （中略） 、左右居飼各十人 ・ 舎人十人並行、次競馬乗尻左右二十人、
○白河天皇‥延久四年 （一〇七二） 十二月二十九日即位





































































































・ 『水左記』応徳元年 （一〇八四） 四月十日条（伊勢奉幣使カ） 召
二
敦基
一
令
レ
献
二
宣命草
一、隋
レ
命奉
二
内覧
一、依
二
内御
物忌
一、 関白自
二夜部
一被
レ候
二宿所
一云々、 即返来云、 被
レ候
二御前
一之間、
不
レ能
二内覧
一者、仍招
二蔵人右少弁基綱
一示云、先内覧、次可
レ被
レ奏、
又奏云、先々御馬・別幣等事載
二宣命
一又不
レ載条不定、雖
レ然今度依
二
近例
一
所
二
載候
一
也、還来仰云、早可
レ
令
二
清書
一
者、大略無
二
改定
一
所
レ
令
二清書
一也、 此間御
二覧神宝・御馬等
一、関白着
二宿衣
一被
レ候云々、 就
二
御所
一
付
二
頭公定
一
奏
二
清書
一
之次、申
下
使大王 （マヽ） 申
二
御馬
一
之由
上、
有可許 （脱アルカ） 返
二
給宣命
一、為
三
相
二
伴使中納言
一
陣腋停立、使中
納言給
二御筆宣命
一退下、相伴出
二西門
一向
二大極殿
一、先着
二北廊
一、召
二
左中弁匡房
一
問
二
幣具不
一、次召
二
外記
一
問
二
使参不
一、具了着
二
東廊座
一
如
レ例、使納言座在
二余座北
一、給
二例幣
一了、次取
二宣命
一授
二使納言
一、
乍
レ在
レ座取
レ之、立
レ座経
二余座前
一出昇
二廊戸
一、□
神宝
退出間、余暫
在
二此座
一、使出
二郁芳也 （門カ）
一、
（神奈川大学経済学部、国立歴史民俗博物館共同研究員）
（二〇〇八年六月一七日受理、二〇〇八年七月二九日審査終了）
